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金子 明 （かねこ あきら）
　1955年開始の世界マラリア根絶計画は、DDT
室内残留噴霧に依存したものでしたが、「魔法
の弾丸はない」という教訓を残し1969年に終
焉しました。本計画には熱帯アフリカ諸国は含
まれませんでした。その後マラリア死者数が増
え続け「根絶」に言及することがタブーとなっ
ていた1987年9月、私は初めてバヌアツの地
を踏みました。WHO/WPROのマラリア専門家

（Malariologist）として首都ポートビラの小さな
WHO事務所に赴任したのです。バヌアツには約
120の言語がありますが、当時の人口は15万人
で68の島に居住していました。年間マラリア発
症者数は人口千人あたり200を超え、死者は20
名ほどであり、現在の熱帯アフリカに匹敵する流
行が続いていました。
　赴任後しばらくして、WHO短期コンサルタン
トのサキヤ医師とペンテコスト島に調査にでか
けました。このバヌアツ東部の人口1万人弱の島
は、伝統儀式としてのバンジージャンプ発祥の地
であり、1980年英仏からの独立を成し遂げたリ
ニ初代大統領出身の島です。到着後メルシッシ村
のカトリック教会に泊めてもらう事になり、そこ
で夕飯の前にkava?にと誘われました。草ぶきの
小屋ナガマールで、島の若者が大きなショウガ
様の植物の根部をサンゴの棍棒ですり潰し絞り
出したkavaをヤシの実カップになみなみと注い
でくれました。蹲踞してそれを一気に飲み干すと、
孤立した集落で平和に素朴に生きる人々のメラ
ネシア世界に魅了されていきました。ノーベル
賞仏作家であるル・クレシオが独立前のニュー

ごあいさつ

ヘブリデス旅行記「ラガ：見えない大陸への接近」
のなかで「ラガには植物の魔法がある」と描写して
kavaが紹介されています。ラガはペンテコスト島
で話されている言語のことです。
　バヌアツ赴任前の1985-87年、私はJICAの技協

「北スマトラ地域保健プロジェクト」にマラリア専
門家として参画し、中村理事長らとアサハンの海
岸村インドラプーラで同じ釜の飯を食べていまし
た。そこでの経験とインドネシア研究者との議論か
ら私はマラリア撲滅戦略について、当時一つの仮説
を抱いていました。バヌアツの隔絶された小さな島
嶼コミュニティはそれを検証する絶好の場所でし
た。1994年までのバヌアツ赴任中、最南端のアネ
イチュウム島にてマラリア撲滅に向けた介入研究
を開始し、高い住民参加があれば計画された短期
集団投薬と維持可能な媒介蚊対策により島嶼から
マラリアを撲滅させうることを四半世紀かけて実
証することができました [Kaneko A, et al. Malaria 
eradication on island. Lancet 2000]。この研究は
2000年ころから再びマラリア根絶に向けて動き出
した国際社会にその概念を提示し、住民参加の重要
性とともに対象地の地域特性を把握したうえで新
たな技術も含めた対策法を有機的に連携させる統
合戦略の必要性を示したものでした。現在手掛けて
いる熱帯アフリカにおいてはマラリア撲滅に向け
て歴史上初めてのワクチン（RTS/S、R21）導入が
進んでいますが、住民主導の多角的統合戦略はその
重要な基盤になり、今後の展開が大いに期待される
ものであります。
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